
　
　
　
第
六
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
利
薦
賢
の
萬
國
秦
圖
ミ
幾
何
原
本
に
就
て

而
し
て
此
田
園
に
間
し
且
つ
其
免
挽
に
善
し
て
は
、
太
后

の
女
官
長
沼
タ
ー
ピ
。
鯵
が
命
に
依
っ
て
謹
明
し
た
下
知

文
が
引
渡
さ
れ
淀
事
を
も
記
し
て
み
る
。
か
く
て
此
銘
文

の
末
尾
に
は
其
下
知
交
の
引
渡
さ
れ
た
月
日
及
び
此
銘
文

の
書
か
れ
元
月
日
ご
認
め
ら
れ
る
年
月
が
記
さ
れ
て
み
る

師
ち
そ
れ
に
は
爾
者
共
に
二
十
四
年
ご
あ
る
か
ら
、
前
の

銘
文
よ
り
も
十
年
の
後
に
刻
せ
ら
れ
た
も
の
な
る
事
が
推

察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
Q
此
銘
交
に
於
て
注
目
す
べ
き
事

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
【
一
二
山
ハ
　
（
四
⊥
ハ
○
）

は
、
ゴ
ぎ
診
一
山
ご
云
ふ
事
を
記
し
て
み
る
事
ご
、
此
洞

窟
が
ず
義
義
心
様
二
一
王
の
寄
州
に
依
っ
て
掘
与
せ
ら
れ

た
も
の
な
る
事
を
推
測
し
得
ら
れ
る
黙
に
あ
る
。
帥
ち
此

二
銘
文
は
共
に
Q
。
律
巴
3
壱
｛
O
き
上
江
℃
露
鏡
に
關
す
る

も
の
で
、
此
洞
窟
も
聖
王
の
寄
…
進
に
成
っ
た
こ
権
測
せ
ら

れ
得
る
の
で
。
此
面
十
二
を
○
磐
夢
ヨ
ゼ
霧
雲
窟
ご
呼
ぶ

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

利
矯
螢
の
『
萬
國
全
圖
』
マ
」
『
幾
何
原
本
レ
に
就
て

　
利
聡
竃
の
『
坤
輿
萬
國
全
圖
』
が
京
都
大
學
の
所
藏
に
蹄

し
歴
史
地
理
第
七
憲
（
明
治
三
十
八
年
）
に
其
一
部
分
を
復

製
し
て
か
ら
、
闘
本
で
は
此
の
圖
は
少
し
く
學
外
間
に
知

ら
れ
た
。
然
る
に
欧
洲
で
は
此
の
圖
の
存
在
は
久
し
く
知

理
學
博
士
　
小
　
川

琢
　
治

れ
す
に
過
ぎ
、
冶
∴
ク
ハ
ー
ト
の
一
入
五
入
年
倫
敦
地
學

協
曾
に
寄
算
せ
る
も
の
が
漸
く
一
九
一
七
年
に
至
り
ベ
ソ

ド
レ
ー
氏
に
よ
り
登
見
さ
れ
て
Ω
o
o
σ
q
話
覧
。
巴
旨
8
毒
巴

ら
養
鯉
十
月
號
に
紹
介
さ
れ
た
。
ベ
ソ
ド
レ
ー
氏
の
論
文



に
は
ヒ
ー
ウ
ッ
ド
民
の
地
圖
研
究
を
添
へ
て
、
此
の
地
圖

の
底
本
に
關
す
る
意
見
も
記
載
さ
れ
、
　
ユ
ー
ル
大
佐
が

Ω
o
o
σ
q
鏡
℃
崔
。
巴
冨
ρ
σ
q
g
N
ぎ
。
疇
洋
学
に
ブ
ヲ
タ
ユ
カ
の
ソ

チ
；
傳
に
載
せ
た
豊
年
圖
の
全
く
紅
蓮
つ
た
こ
ε
が
始
め

て
明
に
さ
れ
だ
。

　
リ
チ
ー
が
馬
瀬
十
年
（
一
五
入
二
年
）
懊
門
に
著
い
て
肇

慶
府
に
暫
く
止
っ
た
問
に
世
界
圖
を
作
り
、
其
後
泥
塑
二

十
雪
年
南
京
に
來
っ
て
第
二
の
世
界
圖
を
作
b
、
三
十
年

北
京
に
入
っ
て
第
三
の
圖
を
作
っ
た
こ
ご
は
『
坤
輿
萬
國

与
野
』
の
題
僻
（
第
四
幅
）
に
慷
っ
て
明
か
で
あ
る
。
　
ペ
ッ

ー3

戟
[
氏
は
殊
に
此
の
最
初
鳳
五
入
四
年
肇
野
鳥
で
作
っ

た
地
塁
が
ソ
テ
ー
の
自
叙
傳
開
版
者
ブ
エ
ン
ッ
ソ
氏
の
説

の
如
く
・
今
ミ
ラ
ン
府
ア
ム
ブ
官
シ
ァ
ナ
文
庫
の
藏
…
圖
で
は

な
か
ら
う
ご
い
ふ
考
謹
に
頗
る
苦
心
を
費
し
、
又
た
此
の

傳
記
に
載
せ
た
建
安
値
に
購
っ
た
地
理
も
ブ
エ
ン
ッ
リ
の

説
の
如
く
ソ
テ
ー
の
肇
慶
府
で
鞭
つ
淀
最
初
の
圖
で
な
か

ら
う
ビ
辮
じ
て
居
る
。
然
る
に
ペ
ソ
ド
レ
ー
氏
も
亦
た
ソ

　
　
　
第
六
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
利
珊
費
の
萬
幽
全
圃
宣
幾
何
原
本
に
就
て

チ
ー
の
作
っ
た
も
の
ε
考
へ
て
研
究
し
て
居
る
の
は
多
分

誤
謬
ら
し
い
。
同
氏
の
英
諜
ご
其
の
引
用
し
た
伊
太
利
原

文
こ
か
ら
推
測
す
れ
ば
建
安
房
に
罹
っ
た
二
書
の
一
た
る

『
全
世
界
誌
』
U
。
ω
鼠
a
9
μ
。
象
貯
窪
。
鷺
日
9
凱
。
琶
圃
〆
δ
誘
孚
。
δ

な
る
も
の
は
多
分
鹿
廼
我
図
、
9
艮
3
。
9
の
『
海
外
輿
圖
全
説
』

二
言
こ
し
て
『
明
史
』
藝
交
志
二
に
牧
録
さ
れ
た
も
の
ご
想

は
れ
る
。
利
控
壁
の
著
書
ご
し
て
地
理
に
臥
す
る
書
は
明

史
に
見
え
す
、
豊
海
は
つ
て
も
居
ら
ぬ
か
ら
、
ソ
テ
ー
一

行
が
賂
つ
た
の
が
此
の
瀧
麺
我
の
地
理
書
で
あ
っ
た
ご
す
・

の
が
寧
ろ
要
當
の
解
羅
で
あ
る
。
從
っ
て
リ
チ
ー
が
三
同

る
作
っ
た
地
墨
の
何
れ
で
も
な
く
、
恐
ら
《
は
芙
儒
路
の

『
職
方
外
記
』
に
挿
ん
だ
も
の
、
如
き
拝
み
合
せ
に
二
頁
大

に
描
い
た
地
塁
で
、
五
大
洲
各
一
聯
一
幅
に
な
っ
た
も
の

で
あ
っ
だ
ら
う
ご
想
は
れ
る
。

　
ヒ
ー
ウ
ッ
ー
3
氏
は
リ
チ
ー
の
出
挙
ビ
繕
せ
ら
る
、
ア
ム

ブ
”
シ
ア
ナ
文
庫
の
幾
界
圖
の
輪
廓
に
就
き
頗
る
綿
密
な

研
究
を
試
み
π
中
に
、
南
米
洲
の
西
岸
か
ら
オ
ぞ
グ
リ
ウ

　
　
　
　
　
　
筑
叩
一
二
號
　
　
　
一
三
・
七
　
（
四
六
一
）



　
　
　
第
山
口
巻
　
　
　
雑
　
　
纂
　
　
　
利
一
三
山
ハ
の
非
禺
瞬
噌
全
翻
門
定
幾
何
一
原
本
に
就
て

ス
や
メ
〃
カ
｝
ル
の
一
五
七
〇
年
頃
に
示
し
た
瘤
の
如
き

突
蓮
の
除
か
れ
た
の
に
注
意
し
て
、
此
の
圖
が
一
五
入
四

年
の
ソ
テ
ー
の
作
圖
ご
す
る
こ
ご
に
鼠
紙
し
だ
の
は
一
癒

の
理
由
は
認
め
ら
れ
る
。
詰
れ
ご
も
ソ
テ
ー
が
和
蘭
及
び

フ
ラ
ン
ド
ル
で
出
來
だ
徳
論
の
み
に
基
い
た
ε
す
る
事
は

出
盛
ぬ
。
何
こ
い
つ
て
も
等
時
の
欧
洲
に
撃
て
海
上
に
先

づ
登
展
し
た
の
は
西
葡
雨
國
で
耶
蘇
敷
會
の
諸
人
は
之
ご

蓬
…
携
し
て
世
界
全
腱
に
布
敷
せ
ん
ビ
し
た
の
で
あ
る
か
ら

フ
ワ
ヨ
ス
ト
ハ
ン
ド

第
一
手
の
報
告
は
其
手
に
入
b
易
い
は
勿
論
で
オ
ぞ
グ
ソ

ウ
ス
や
メ
ル
カ
ト
ル
よ
り
も
早
く
正
し
い
諸
大
陸
の
輪
廓

を
知
っ
た
ビ
考
ふ
べ
き
で
あ
る
。
第
十
六
世
紀
の
後
孚
に

樹
ほ
伊
國
製
圏
家
は
其
の
先
進
者
ビ
し
て
の
地
位
を
維
持

し
元
事
實
も
之
ε
共
に
考
ふ
べ
き
で
、
昨
年
余
の
ラ
イ
プ

チ
ヒ
で
獲
た
伊
國
製
地
球
儀
の
如
き
は
此
の
時
期
に
於
け

る
一
代
置
物
で
、
同
じ
く
南
米
洲
の
西
岸
の
輪
廓
は
正
し

く
描
か
れ
て
、
其
他
も
ヲ
チ
ー
の
｝
六
〇
二
年
世
界
圖
ご

大
同
小
異
で
あ
る
。
ソ
テ
ー
の
圖
を
作
る
に
當
り
携
幣
し

　
　
　
　
　
　
第
一
二
雛
　
　
　
一
三
八
　
　
（
四
山
ハ
ニ
）

た
種
々
の
材
料
を
集
成
し
た
こ
ご
は
題
僻
に
明
か
で
、
此

の
如
き
地
絡
か
ら
特
に
作
製
し
た
ビ
す
れ
ば
、
オ
ル
テ
ソ

ウ
ス
や
メ
ル
カ
ト
ル
の
世
界
圖
ビ
出
入
す
る
の
は
敢
て
怪

む
に
足
ら
ぬ
。
フ
チ
ー
の
最
初
の
地
面
に
「
出
所
華
燭
冊
、

言
言
積
歳
札
記
、
贈
品
刻
梓
」
こ
い
ひ
壬
寅
（
萬
暦
三
十

年
）
版
の
現
存
地
響
に
は
「
取
上
邑
虚
幻
、
及
通
誌
諸
書
、

重
量
致
定
」
ご
い
ふ
の
は
軍
に
當
時
帯
正
斜
の
輿
地
圖
を

其
ま
、
翻
課
し
た
の
で
な
い
明
謹
で
あ
る
Q

　
ヲ
チ
ー
が
初
め
て
西
洋
の
天
言
及
び
敷
學
の
知
識
を
東

洋
に
傳
へ
た
記
念
物
こ
し
て
『
幾
何
原
本
』
は
其
の
『
萬
國

全
署
』
ご
共
に
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
書
は
地
圖

が
支
那
に
於
て
殆
ざ
全
く
影
を
絶
ち
、
モ
ヲ
ソ
ン
等
が
極

力
捜
索
し
て
絡
に
登
見
せ
な
ん
だ
の
ご
反
面
に
、
清
朝
に

な
っ
て
其
の
翻
刻
が
盛
ん
に
行
は
れ
、
曾
國
藩
の
同
治
四

年
南
京
で
補
謬
し
て
出
版
し
た
も
の
、
光
緒
帝
勅
版
の

『
数
理
精
慈
』
初
山
に
牧
め
た
も
の
等
が
あ
る
。

　
此
の
『
幾
何
原
本
』
な
る
題
號
の
意
義
は
幾
何
學
の
原
理



こ
い
ふ
事
で
、
其
の
底
本
は
ソ
テ
ー
の
所
謂
丁
先
生
で
欧

野
里
得
の
著
書
で
「
先
生
於
此
書
、
輩
醗
酵
久
、
既
爲
之

集
解
、
叉
復
推
求
、
分
野
凡
二
懇
、
輿
元
書
評
爲
十
五
懇

又
毎
懇
之
中
、
因
其
義
類
、
各
造
新
論
」
ご
い
ふ
も
の
で

而
し
て
丁
先
生
が
ク
ソ
ス
ト
フ
チ
ル
ス
、
ク
ラ
ブ
ヰ
ウ
ス

O
藍
ω
8
嘗
。
ヨ
ω
Ω
慧
霧
で
あ
る
こ
ご
は
疑
が
な
い
。
何

故
に
此
の
人
名
を
丁
の
一
字
に
縮
め
た
か
不
明
で
あ
る
が

り
チ
ー
が
羅
馬
で
學
ん
だ
コ
ス
モ
グ
ラ
フ
ン
ー
は
當
蒔
基

督
敷
徒
間
に
最
も
重
ぜ
ら
れ
て
、
グ
レ
ゴ
ソ
ウ
ス
第
十
三

世
の
命
に
よ
蚤
新
暦
法
を
造
っ
た
ク
ラ
ブ
ヰ
ウ
ス
で
、
其

の
著
書
こ
し
て
ユ
ー
ク
リ
ソ
ド
十
五
懇
に
増
補
一
懇
を
加

へ
た
の
が
一
五
入
九
年
羅
馬
版
ε
し
て
ブ
ソ
ユ
ネ
ー
の

『
書
籍
寳
典
』
蜜
碧
g
巴
号
ご
σ
邑
器
に
載
せ
ら
れ
て
居
る

か
ら
、
虻
ハ
の
人
た
る
推
定
の
動
か
ぬ
課
で
あ
る
○
此
の
『
幾

何
原
本
』
が
猫
り
盛
に
行
は
れ
た
る
理
由
の
一
は
リ
チ
婁

の
口
授
を
筆
記
し
た
徐
光
啓
の
名
で
、
支
那
學
者
間
に
重

き
を
成
し
た
こ
ぜ
で
あ
ら
う
o
O
8
筥
。
＃
団
が
測
地
學
ご

　
　
　
第
六
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
利
雪
蜜
の
萬
國
全
酬
［
定
幾
何
原
本
に
就
て

繹
さ
る
べ
き
を
幾
何
學
こ
し
て
行
は
る
、
に
至
っ
た
は
利

氏
が
其
の
計
算
の
基
礎
の
學
た
る
を
高
調
し
て
名
け
た
最

初
の
課
語
が
其
ま
、
襲
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
「
三
號
　
　
　
一
三
九
　
（
四
［
六
一
ご
）


